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1　は　じ　め　に

水田利用再編に伴い飼料作物の作付は著しい伸びを示し

転作作物の約半分近くを占めるに至っている。ところで，

本県における転作飼料作物の作付面積の65％は牧草で，次

いで青刈イネ，青刈トウモロコシの順になっており，それ

らの合計作物面軌ま5．490血に達している。

このような時に，転作飼料作物の飼料価値を明らかにし

ておくことは，飼料作物の栽培を奨励し．自給率の向上を

図るうえで意義のあることと考え．主要な飼料作物につい

て一般成分．無機成分等の分析検討を行ったので，その概

要を報告する。

2　試　験　方　法

転作作物として宮城県内で比較的多く栽培されている飼

料作物（牧草を除く）並びに湿書に強いとされている飼料

作物を供試材料とした（表1）。

これらの栽培はいずれも宮城県畜試近辺の農家の圃場で

行われた。トウモロコシを除く各作物の圃場は湿潤な転換

畑で．トウモロコシ圃場は比較的透水性のよい礫質土壌で

あった。栽培条件は表1．刈取時期は表2に示すとおりで

ある。供試材料は葉．茎，穂の3部位に分け．乾燥後粉砕

し，常法に従い分析を行った。供試材料の部位別重量割合

は表3のとおりである。

蓑1　供試作物及び耕種概要

作　 物　 名 播種月日
播 種 量 施　 肥　 量

親権本数

（10〝当たり）

（10 ♂当たり）（匂）

窒素 リン酸 加 里

グリーンミレット 5 月21日 1，000 g 8　　 12　　　 8
シ　 ロ　 ビ　 エ 5 月21日 700 ， 8　　 12　　　 8
オオクサ キ ビ 5 月21日 40 g 15　　 10　 15
ハ　 ト　 ム　 ギ 5 月21日 5，000 タ 7　　 10　　　 8
トウモ ロ コ シ 6 月30日 ＄06 本／〃 12　　 15　 18

妾2　刈取時期及び生草収量

作　 物　 名 刈取月 日 刈 取 時 期
生草垂

（匂／10 〃）

グリーンミレット 9 月21 日 糊　 黄　 熟　 期 3．438
シ　 ロ　 ビ　 エ 名月26 日 糊　 熟　 期 2．06 1
オオクサキ ビ 9 月2 1日 開　 花　 期 4，249
ハ　 ト　ム　 ギ 9 月21日 開　 花　 期 2，7純
トウモロコシ 8 月30 日 開　 花　 期

（雄株抽出期）

注．トウモロコシの生車重については未調査

表3　部位別重量割合

作　 物　 名 葉 茎 種

グ リ ー ン ミ レ ッ ト 1 5．6 15 ．1 1 9．3

1 3．3 50 ．6 3 6 ．0

オ　 オ ク　 サ キ　 ビ
1 4．6 7 5．5 10 ．9

1 5．1 6 5 ．7 1 9 ．2

ハ　 ト　　 ム　 ギ
2 5 ．1 5 7 ，2 17 ．6

26 ．0 5＄．3 1 5 ．7

ト　 ウ　 モ　 ロ　 コ　 シ
42 ．8 50 ．4 6 ．8

注．上段は生乳下段は乾物重による比率

3　結果及び考察

（日　一般成分

図1に示すように粗蛋白質は葉部，稔部に，粗繊維は茎

部に，NFEは茎部及び稜部に多かった。一般成分からみ

ると，蛋白源としては彙部と稜部がTDN源としては穂部

と茎部が重要であると考えられる。
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図日　一般成分

一般成分を牧草類と比較して示すと表4のとおりである。

供試した飼料作物は牧草類に比べて一般に蛋白質含量は低

いがNFE含量が高かった。このように生育ステージが比

較的早い段階でもNFEが高いことは牧草との違いとして

注目される。
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表4　一般成分
（DM中）

C ．P ．　 C ．F a t　 N ．F ．E　 C ．F i b ． C ．A s h

（％）　 （l ）　 （l ）　 （l ）　 （l ）

オ ーチ 十 一 ドグ ラス （出 機 期 ） 1 1．8　　　 4．3　　　 4 1．7　　　 3 0．8　　 1 1．4

イタ リアンライグ ラス （出 穂 期 ） 12 ．5　　　 3．‘　　 44．7　　　 2 9．3　　 10 ．2

ア ル フ ァ ル フ ァ （開 花 期 ） 1 7．7　　　 3．1　　 39 ．1　　 3 0．7　　　 9 ．4

ダ リ 二‾シ ミレ ッ ト 7 ．i　 i二も　 ii 二9　　 2 7．3　　 ラ．i

シ　　 ロ　　 ビ　　 エ 6 ．1　　 1．4　　　 50．1　　 3 0．7　　 1 1．7

オ　 オ ク　 サ　 キ　 ビ 5．8　　　 1．9　　　 57 ，2　　　 2 8．6　　　 6 ．7

ハ　　 ト　　 ム　　 ギ 8 ．4　　　 2．1　　 47 ．‘　　 3 0 0　　 1 1．9

ト　 ウ　 モ　 ロ　 コ　 シ 10 ．7　　　 2．5　　　 47 ．0　　　 3 0．3　　　 9 ．5

（2）無機成分

部位別の無機成分含量は図2に示すとおりである。

Pは磯部に，Kは基部に，Ca，Mg，Feは葉部に多か

った。一般にPほ生殖生長期になると子実体に移行すると

いわれており，またKは茎軌　Ca．Mg，Feは葉緑体の

構成成分であることから，このような結果になったと思わ

れる。

牧草類との無機成分含量の比較を表5に示した。牧草類

に比べてMn含量はやや高く，トウモロコシではK含量も

高かった。その他の含量は概して低く，特にCa，P含量

は明らかに低い値を示した。

図2　無機成分（凡例図1に同じ）

表5　無機成分含量

C a　　 P　 M g　 K　 N a　 F e　 M n　 C

（l ） （％ ） （l ） （％） （％ ） （l ） （■ ） （■ ）

オ ー ナ ヤ ー ド グ ラ ス （ 出 穂 朋 ） 0 ．5 3　 0 ．6 2　 0 ．4 0　 3 ，3 8　 0 ．1 4　 0 ．0 2　　 8 1　 6 ．1

イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス （ 出 穂 期 ） 0 ．5 0　 0 ．封　 0 ．2 2　 3 ．5 1 0 ．2 0　 0 ．0 3　 1 18　　 9 ．3

ア ＿＿′ヤ ＿7 7 ノレ フ 7 （開 花 嗣 ）

グ リ ー ン ミ レ ッ ト

2 0 1 0 ． 0 ．2 7　 3 ．0 1　 0 ．0 6　 0 ．0 1　 4 0　 10 ．5

0 ．20　 0 ， 0 ．2 7　 1 ．4 4　 0 ．0 8　 0 ．0 2　 2 0 8　　 5 ．3

シ　　 ロ　　 ビ　　 エ 0 ．24　 0 ． 0 ．2 6　 2 ．59　 0 ．3 9　 0 ．0 3　 2 °5　　 9 ．6

オ　 オ ク　 サ　 ヰ　 ビ 0 ．2 5　 0 ． 0 ．川 ■　 2 ．0 1　 0 ．0 7　 0 ．0 1 1 5 2　　 3 ．7

ハ　　 ト　　 ム　　 ギ 0 ．2 0　 0 ． 0 ．2 3　 1 ．7 1　 0 ．（ ■　 0 ．0 2　 12 3　　 4 ．3

ト　 ウ　 モ　 ロ　 コ　 シ 0 ．3 1 0 ．2 0 ．2 0　 3 ．9 2　 0 ．0 4　 0 ．0 2　　 5 7　　 3 ．5

（引　可溶性炭水化物

サイレージ調製を行う場合の発酵の良否と密接な関連を

有する可溶性炭水化物含量についても調査を行った。供試

材料は表6のとおりで．それらの鼓培条件は表2と同様で

ある。

可溶性炭水化物含量は．図3に示すように良質サイレー

ジを作るために必要とされている原物中2～3％以上の含

量にはぼ達していた。しかし乾物基礎でみるとハトム半は

必要とされている10％の水準に達しておらず刈取時期や調

製方法について更に検討する必要があると考えられた。

可溶性炭水化物中の易発酵性単少糖類と貯蔵性のフテク

トサンの割合は図4のとおりで，全般的に単少糖類の比率

が高かった。茎部には可溶性炭水化物が比較的多く，その

大半が単少糖類であることからみて，サイレージ発軌こ果

たす茎部の役割はかなり大きいのではないかと思われる。

蓑8　収量牲

作　 物　 名
刈取時生育　 生草書　 乾物垂　 乾物率

ス テ ー ジ （り伽♂）（毎／10α）（匂／伽 ）

グリーンミレット 糊 ～ 黄熟　 3．655　 1．0 12　　 27．7

ハ　 ト　 ム　 ギ 開花～ 結実　 2，766　　 60 6　　 21．9

オオ クサ キ ビ 開花～結実　 4．720　　 798　 16．9

菓茎穂全体窯茎穂全体葉茎種全体
グリーンミレット　ハトムギ　　オオクサキビ

【コ乾物中
『l原物中

国3　可溶性炭水化物含量

奨茎鱈全体葉茎撞全体粟茎桔全体
グリーンミレット　ハトムギ　　オオクサキビ

l■単少鮮類

⊂】7ラクトサン

図4　可溶性炭水化物の比率

4　　ま　　と　　め

供試した転作飼料作物は牧草と比較して蛋白質及びミネ

ラル含量では劣ったがNFE含量が高く．可溶性炭水化物

含量も多いので，TDNの確保とサイレージ用の材料に適

していると考えられた。転作飼料作物は比較的生育環境の

悪いところに栽培されることが多いが，その利用価値は大
きいと思われる。
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